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川
合
玉
堂
の
母
子
像
―《
孟
母
断
機
》
と
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
潜
像
「
父
母
の
み
た
ま
に
い
き
て
老
い
ら
く
の
老
ゆ
る
も
知
ら
ず
絵
に
遊
び
を
り
」
（
川
合
玉
堂
歌
集
『
多
摩
の
草
屋
』、
昭
和
二
八
年
）
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目
次
一
、
序
、
明
治
に
生
を
受
け
た
も
の
の
報
恩
感
二
、
二
つ
の
《
孟
母
断
機
》
図
三
、
書
簡
に
見
る
再
制
作
の
背
景
四
、
新
聞
批
評
と
改
作
さ
れ
た
母
像
の
変
容
五
、
教
育
画
と
自
己
克
己
画
と
し
て
の
《
孟
母
断
機
》
六
、
結
語
、
孟
母
の
源
泉
、
慈
母
観
音
と
悲
母
観
音
一
、
序
、
明
治
に
生
を
受
け
た
も
の
の
報
恩
感
あ
る
作
品
を
通
じ
て
人
生
に
お
け
る
初
心
と
生
涯
の
仕
事
を
考
え
て
み
た
い
。
人
生
の
出
発
点
と
は
、
ど
の
地
点
だ
ろ
う
か
。
人
は
仕
事
に
邁
進
し
、
明
日
に
向
か
っ
て
ひ
た
す
ら
突
き
進
む
も
の
で
あ
る
。
仕
事
に
熱
中
す
る
人
生
は
前
向
き
な
の
だ
。
前
向
き
だ
か
ら
、
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
出
発
点
が
い
っ
た
い
ど
こ
だ
っ
た
の
か
。
何
十
年
も
た
つ
と
、
遠
く
離
れ
て
、
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
生
ま
れ
た
と
き
な
の
か
。
学
校
に
入
っ
た
と
き
な
の
か
。
卒
業
の
と
き
か
。
就
職
が
決
ま
っ
た
と
き
か
。
家
庭
を
も
っ
た
と
き
か
。
誰
で
も
が
初
心
を
も
ち
、
多
少
の
夢
と
志
を
も
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
忘
れ
て
い
る
だ
け
、
思
い
出
す
機
会
が
巡
っ
て
こ
な
い
だ
け
な
の
だ
が
、
功
な
り
名
を
遂
げ
た
も
の
は
、
大
望
の
出
発
点
を
振
り
返
る
と
き
、
な
お
さ
ら
の
思
い
を
も
つ
に
違
い
な
い
。
懐
か
し
さ
だ
け
で
は
な
い
。
心
の
う
ち
か
ら
こ
み
上
げ
て
く
る
純
真
な
思
い
。
走
馬
灯
に
よ
う
に
廻
る
日
々
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
と
恩
恵
の
数
々
。
そ
こ
に
ま
ぎ
れ
も
な
く
自
ら
の
人
生
の
意
味
と
縮
図
が
あ
る
の
だ
か
ら
。
名
園
と
し
て
名
高
い
横
浜
三
溪
園
は
、
生
糸
の
輸
出
業
で
財
を
成
し
た
横
浜
の
豪
商
・
原
富
太
郎（
一
八
六
八
―
一
九
三
九
、
三
溪
と
号
し
た
）が
明
治
後
期
か
ら
造
園
し
た
も
の
だ
っ
一た
。
原
三
溪
は
、
近
代
を
代
表
す
る
数
寄
者
、
茶
人
の
ひ
と
り
で
、
実
業
の
か
た
わ
ら
古
美
術
を
収
集
し
、
平
安
仏
画
の
名
品
《
孔
雀
明
王
》
を
井
上
馨
伯
爵
か
ら
当
時
の
最
高
金
額
で
－ 1－
購
入
す
る
な
ど
、
稀
代
の
目
利
き
の
美
術
品
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
知
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
岡
倉
天
心
と
橋
本
雅
邦
門
で
日
本
画
の
新
派
だ
っ
た
日
本
美
術
院
系
の
今
村
紫
紅
、
安
田
靭
彦
な
ど
を
援
助
し
、
彼
ら
の
作
品
を
収
集
し
た
美
術
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
。
横
浜
郊
外
の
住
宅
地
と
し
て
開
発
し
た
本
牧
に
自
ら
本
宅
を
移
し
、
そ
こ
に
海
岸
、
断
崖
と
沼
沢
の
入
り
組
む
自
然
を
利
用
し
て
優
れ
た
景
観
の
庭
園
を
造
り
、
関
西
や
鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
や
桃
山
、
江
戸
時
代
の
縁
あ
る
古
寺
、
茶
室
、
邸
宅
、
塔
な
ど
を
移
築
し
、
独
創
的
な
庭
園
を
作
り
上
二
げ
、
市
民
に
開
放
し
た
。
岐
阜
に
生
ま
れ
た
三
溪
は
、
京
都
で
漢
学
典
籍
を
学
び
、
東
京
の
跡
見
女
学
校
の
教
師
と
な
り
、
人
物
を
見
込
ま
れ
て
、
横
浜
の
原
家
の
養
子
と
な
っ
た
。
原
三
溪
は
家
業
を
隆
盛
さ
せ
、
横
浜
の
産
業
の
発
展
に
も
貢
献
し
た
が
、
け
っ
し
て
自
ら
の
業
績
を
誇
る
こ
と
な
く
、
そ
の
成
功
を
明
治
末
の
繁
栄
の
さ
な
か
に
あ
っ
た
近
代
港
横
浜
の
主
力
産
業
・
生
糸
輸
出
業
に
携
わ
っ
た
幸
運
の
た
め
と
謙
遜
し
た
。
美
術
品
の
収
集
や
、
造
園
、
美
術
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
の
働
き
も
、
す
べ
て
は
商
都
横
浜
の
繁
栄
の
恩
と
考
え
て
い
た
。
「
徳
」
を
重
ん
じ
た
三
溪
は
、
横
浜
と
い
う
都
市
と
環
境
に
感
謝
し
、「
徳
」
を
も
っ
て
そ
の
恩
を
返
そ
う
と
願
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
三
溪
は
岐
阜
生
ま
れ
で
、
叔
父
に
著
名
な
画
家
を
も
ち
、
い
わ
ゆ
る
旦
那
衆
と
呼
ば
れ
る
芸
術
パ
ト
ロ
ン
の
気
風
の
環
境
で
育
三
ち
、
当
時
の
文
化
学
問
の
中
心
地
京
都
に
学
ん
だ
。
彼
の
目
に
は
、
横
浜
に
日
本
の
伝
統
文
化
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
自
ら
の
可
能
性
を
十
分
に
引
き
出
し
、
理
想
を
実
現
さ
せ
て
く
れ
た
横
浜
と
い
う
地
に
、
価
値
あ
る
古
建
築
と
国
際
的
に
も
観
光
に
成
り
え
る
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
関
西
の
地
か
ら
移
植
し
、
将
来
の
文
化
資
産
と
し
四
た
。
そ
れ
は
報
恩
の
行
為
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
こ
う
し
た
東
京
・
横
浜
な
ど
近
代
文
明
の
地
へ
の
報
恩
の
思
想
は
、
日
本
の
近
代
化
の
時
代
に
顕
著
に
現
れ
た
現
象
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
四
月
、
こ
の
横
浜
三
溪
園
に
日
本
画
作
品
五
十
三
点
が
寄
贈
さ
れ
、
三
溪
記
や
ま
ぐ
ち
や
そ
は
ち
念
館
に
お
い
て
展
覧
会
が
開
か
れ
た
。
山
口
八
十
八
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
ま
た
、
報
恩
の
思
い
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
図
録
に
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴
を
私
は
次
の
よ
う
に
挙
げ
た
。
「
山
口
八
十
八
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
山
口
八
十
八
翁
（
一
八
七
四
―
一
九
六
三
）
が
収
集
し
た
日
本
近
代
絵
画
で
あ
る
。
翁
は
帝
国
臓
器
製
薬
株
式
会
社
（
現
あ
す
か
製
薬
株
式
会
社
、
現
本
社
東
京
都
港
区
芝
浦
）
の
創
立
者
で
、
実
業
の
か
た
わ
ら
、
生
涯
を
か
け
て
美
術
作
品
を
収
集
し
た
。
本
図
録
に
は
、
そ
の
な
か
の
五
十
三
点
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
横
山
大
観
の
三
幅
対
の
力
作
《
日
月
霊
峰
》
を
は
じ
め
、
下
村
観
山
の
イ
ギ
リ
ス
留
学
時
の
代
表
作
《
ロ
ン
ド
ン
夜
景
》
ほ
か
十
点
、
西
郷
孤
月
の
《
不
動
明
王
》、
安
田
靫
彦
の
《
驃
騎
》、
小
林
古
径
の
《
宇
治
川
》
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
再
興
院
展
（
日
本
美
術
院
）
の
花
形
作
家
の
明
治
末
〜
大
正
期
の
作
品
が
多
く
、
院
展
を
軸
と
し
た
日
本
近
代
絵
画
を
概
観
五
で
き
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
美
術
史
的
に
大
い
に
評
価
で
き
る
。」
山
口
八
十
八
翁
は
、
栃
木
県
南
部
下
都
賀
郡
の
旧
家
の
生
ま
れ
で
、
原
三
溪
と
同
じ
よ
う
に
、
横
浜
の
名
士
に
見
込
ま
れ
、
養
子
と
な
っ
て
起
業
し
、
成
功
を
収
め
た
立
志
伝
中
の
人
物
で
あ
る
。
最
初
貿
易
に
携
わ
り
、
国
産
マ
ー
ガ
リ
ン
の
開
発
を
最
初
に
成
功
し
、
そ
の
後
、
製
薬
の
研
究
開
発
を
手
が
け
成
功
し
た
。
山
口
八
十
八
翁
は
、
昭
和
初
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
原
三
溪
ゆ
か
り
の
画
家
で
あ
る
牛
田
六
雞
村
を
援
助
し
た
縁
で
、
雞
村
の
鑑
定
を
頼
り
、
近
世
・
近
代
絵
画
の
収
集
を
一
代
で
な
し
た
。
原
三
溪
と
同
じ
く
、
報
恩
の
思
想
の
持
ち
主
で
あ
り
、
原
三
溪
と
同
じ
く
美
術
パ
ト
ロ
ン
、
美
術
収
集
家
と
し
て
全
う
し
た
。
そ
れ
を
、
縁
が
あ
り
恩
を
受
け
た
地
す
な
わ
ち
横
浜
に
寄
贈
す
る
の
が
、
翁
の
意
志
で
あ
り
、
ご
遺
族
の
総
意
で
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
意
志
を
受
け
、
数
年
を
か
け
て
作
品
調
査
お
よ
び
寄
贈
の
仲
介
を
し
た
。
そ
の
意
味
で
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
関
心
は
深
い
。
そ
し
て
そ
の
作
品
の
調
査
研
究
の
途
上
、
大
変
興
味
深
い
作
品
と
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
他
の
作
品
の
系
譜
と
は
一
風
変
わ
っ
た
異
色
の
作
品
。
そ
の
作
品
は
な
ぜ
、
収
集
さ
れ
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
わ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
以
下
に
論
じ
て
い
き
た
い
。
原
三
溪
、
山
口
八
十
八
翁
、
川
合
玉
堂
な
ど
。
本
稿
で
言
及
す
る
人
物
は
い
ず
れ
も
明
治
初
期
（
明
治
元
年
〜
一
〇
年
の
間
）
に
生
ま
れ
、
江
戸
時
代
の
伝
統
文
化
を
継
承
し
つ
つ
地
元
や
京
都
で
学
び
、
文
明
開
化
が
な
り
近
代
化
が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
こ
ろ
に
上
京
し
、
中
央
に
い
て
日
本
近
代
の
発
展
と
と
も
に
、
自
ら
の
道
を
切
り
開
い
た
人
物
ば
か
り
で
あ
る
。
彼
ら
に
共
通
す
る
倫
理
・
思
想
は
「
報
恩
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
倫
理
・
思
想
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
絵
画
作
品
に
見
ら
れ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
二
、
二
つ
の
《
孟
母
断
機
》
図
山
口
八
十
八
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
私
の
心
を
捉
え
て
離
さ
な
か
っ
た
の
は
、
川
合
玉
堂
の
若
描
き
の
作
品
、
同
図
録
二
八
図
の
川
合
玉
堂
《
孟
母
断
機
》（
絹
本
着
色
軸
装
、
一
三
一
・
五
×
五
六
・
〇
㎝
）（
図
１
）
で
あ
っ
た
。
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
も
う
一
点
玉
堂
の
水
墨
の
作
品
《
芦
雁
》
が
あ
り
、
こ
れ
も
初
期
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
茶
事
や
私
的
な
用
途
で
は
、
佳
品
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
－ 2－
私
は
《
孟
母
断
機
》
の
ほ
う
に
不
思
議
な
魅
力
を
感
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
川
合
玉
堂
と
い
え
ば
風
景
画
の
大
家
で
あ
り
、
美
術
史
上
、
師
橋
本
雅
邦
の
後
継
者
と
し
て
雪
舟
・
狩
野
派
を
受
け
継
ぎ
、
そ
の
特
徴
の
濃
淡
自
在
の
水
墨
と
漢
画
の
強
い
鉤
勒
線
・
筆
線
に
色
彩
と
光
線
、
西
洋
的
な
遠
近
表
現
、
写
実
を
融
合
し
、
現
代
日
本
の
風
景
画
を
確
立
し
た
大
画
家
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。《
孟
母
断
機
》
の
よ
う
な
歴
史
や
風
俗
に
題
材
を
と
る
人
物
主
体
の
人
物
画
は
初
期
特
有
の
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
残
さ
れ
た
作
品
は
少
な
く
、
作
品
の
調
査
撮
影
の
た
め
軸
を
開
い
た
と
き
に
、
玉
堂
の
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
か
け
離
れ
た
こ
の
異
色
の
作
品
を
前
に
し
て
、
一
瞬
玉
堂
の
落
款
に
疑
い
を
感
ず
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
私
は
同
図
録
に
解
説
を
付
し
た
の
で
、
そ
れ
を
以
下
に
引
用
す
る
。
「《
孟
母
断
機
》
画
題
は
中
国
故
事
に
よ
る
。「
列
女
（
偉
大
な
女
性
）
伝
」
に
あ
る
孟
子
の
母
の
逸
話
。
孟
子
が
学
業
半
ば
で
帰
省
し
た
と
き
、
母
は
織
っ
て
い
た
織
機
の
織
布
を
断
ち
切
り
、
学
問
を
途
中
で
止
め
る
こ
と
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
だ
と
諭
し
た
と
い
う
。
断
機
の
戒
め
と
も
い
う
。
窓
外
の
植
物
は
芭
蕉
布
の
芭
蕉
で
あ
ろ
う
か
。
自
題
共
箱
。
箱
に
自
署
で
「
玉
堂
旧
作
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
雅
邦
風
の
力
強
い
線
描
に
学
び
つ
つ
も
、
旧
師
の
京
都
画
壇
・
望
月
玉
泉
の
影
響
を
残
す
写
実
と
優
し
い
彩
色
の
作
風
が
あ
る
と
こ
ろ
や
楷
書
の
落
款
な
ど
、
初
期
の
代
表
作
明
治
三
〇
年
の
《
家
鴨
》
と
類
似
し
て
い
る
。
同
年
日
本
絵
画
協
会
第
二
回
共
進
会
出
品
の
同
題
図
と
同
一
作
品
で
あ
ろ
う
。
新
発
見
の
作
と
な
る
。
当
時
、
玉
堂
は
新
進
の
画
家
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
。
が
、
京
都
画
壇
か
ら
東
京
に
絵
画
の
方
向
を
転
換
し
、
新
し
い
画
業
を
確
立
す
る
途
上
で
あ
っ
た
自
身
へ
の
戒
め
も
重
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
勤
勉
の
意
欲
に
満
ち
た
、
人
格
者
で
知
ら
れ
た
玉
堂
ら
し
い
画
題
で
七
あ
る
。」（
図
１
）
繰
り
返
す
が
、
玉
堂
の
初
期
の
作
品
は
現
存
す
る
も
の
が
少
な
い
。
そ
の
な
か
で
よ
く
知
ら
れ
る
《
家
鴨
》
な
ど
の
図
版
と
見
比
べ
、
そ
の
共
通
性
か
ら
以
上
の
よ
う
な
推
論
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
玉
堂
の
転
換
期
直
後
の
作
品
で
あ
る
。
父
母
を
失
い
、
二
人
目
の
師
・
幸
野
楳
嶺
（
一
八
四
四
―
一
八
九
五
）
も
病
没
し
た
そ
の
直
後
の
一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
年
）、
玉
堂
は
京
都
に
巡
回
さ
れ
た
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
橋
本
雅
邦
（
一
八
三
五
―
一
九
〇
八
）
の
作
品
《
龍
虎
の
図
》（
現
・
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
）、
《
十
六
羅
漢
》
と
出
会
い
大
き
な
感
銘
を
受
け
た
。
そ
し
て
、
玉
堂
は
東
京
行
き
を
決
意
す
る
。
師
系
も
作
風
、
風
土
も
違
う
雅
邦
に
入
門
し
て
一
年
目
に
し
て
初
め
て
得
ら
れ
た
銅
牌
と
い
う
大
き
な
名
声
、
成
功
を
得
た
作
品
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
今
年
の
玉
堂
の
大
成
の
始
ま
り
と
な
っ
た
契
機
の
作
品
と
も
い
え
る
。
玉
堂
が
玉
堂
と
な
っ
た
最
初
の
出
世
作
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
重
要
な
作
品
が
永
ら
く
所
八
蔵
先
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
に
編
纂
さ
れ
た
玉
堂
の
作
品
集
に
も
、
こ
の
作
品
は
所
蔵
先
と
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
気
が
逸
っ
た
。
も
し
や
、
こ
の
作
品
が
そ
の
所
蔵
先
不
明
の
ま
ま
の
、
歴
史
的
な
作
品
で
は
な
い
か
と
。
画
題
の
上
で
も
、
さ
ら
に
当
時
の
批
評
か
ら
推
察
さ
れ
る
構
図
と
も
同
じ
も
の
で
あ
る
。
落
款
署
名
に
つ
い
て
は
、
落
款
は
《
家
鴨
》（
一
八
九
七
年
、
二
四
歳
）
と
《
風
雪
三
顧
図
》（
一
八
九
八
年
、
二
五
歳
）
に
近
く
、「
堂
」
の
点
の
入
り
か
た
が
後
者
に
よ
り
近
い
と
思
わ
れ
、
描
か
れ
た
時
期
は
一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
年
）
前
後
と
思
わ
れ
る
。（
図
２
）
印
は
方
印
朱
文
「
金
華
山
作
」（
上
）、
方
印
白
文
「
玉
堂
」（
下
）
で
あ
り
、
九
や
は
り
初
期
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
す
る
と
、
こ
の
異
色
の
作
品
こ
そ
が
、
幻
の
名
作
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
今
ま
で
に
巷
間
知
れ
渡
っ
て
い
る
川
合
玉
堂
像
と
は
、
ま
る
で
異
な
る
作
風
は
実
に
新
鮮
で
あ
る
。
作
品
の
保
存
状
態
も
良
く
、
筆
力
も
充
分
で
あ
る
。
特
に
、
孟
母
の
表
情
の
、
戻
っ
て
き
た
息
子
に
対
す
る
厳
し
く
申
し
付
け
る
峻
厳
さ
の
な
か
に
、
母
と
し
て
の
実
に
柔
和
な
表
現
が
、
心
理
を
見
事
に
描
き
、
卓
抜
で
あ
る
。
図１ 川合玉堂《孟母断機》
（三溪園蔵）
図２ 《孟母断機》
（三溪園蔵）
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そ
れ
は
第
六
回
日
本
美
術
院
展
覧
会
で
二
等
銀
牌
を
受
賞
し
た
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
年
）
の
《
焚
火
》
な
ど
、
明
治
三
〇
年
代
の
玉
堂
の
女
性
像
に
引
き
継
が
れ
、
共
通
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
情
が
、
私
の
心
を
捉
え
て
離
さ
な
い
一
因
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
ま
で
考
察
し
て
、
つ
い
に
私
は
「
新
発
見
の
作
と
な
る
。」
と
書
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
驚
く
よ
う
な
こ
と
が
起
き
た
。
こ
の
作
品
に
き
わ
め
て
類
似
す
る
作
品
を
そ
の
直
後
に
知
っ
た
の
で
あ
る
。
偶
然
、
あ
る
展
覧
会
予
告
の
図
版
を
目
に
し
た
こ
と
に
よ
る
。（
図
３
）
佐
野
市
立
吉
澤
記
念
美
術
館
所
蔵
の
作
品
で
、
同
美
術
館
で
は
二
〇
〇
八
年
一
〇
一
〇
月
に
「
双
葉
よ
り
芳
し
」
と
題
す
る
企
画
展
覧
会
を
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
た
。
た
し
か
に
、「
栴
檀
は
双
葉
よ
り
芳
し
―
才
能
あ
る
人
は
幼
い
（
若
い
）
頃
か
ら
そ
れ
が
現
れ
る
。」も
の
で
あ
り
、
画
家
の
場
合
は
、
い
わ
ゆ
る
若
描
き
の
作
品
が
ま
さ
に
そ
れ
で
、
そ
の
言
葉
を
証
明
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
同
展
は
、
同
館
が
所
蔵
す
る
作
品
の
う
ち
、
小
林
古
径
の
《
神
崎
の
窟
》
な
ど
と
と
も
に
、
若
描
き
の
作
品
を
中
心
に
展
示
し
た
展
覧
会
だ
っ
た
。
同
美
術
館
の
展
覧
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
学
芸
員
の
末
武
さ
と
み
氏
に
よ
る
、
以
下
の
よ
う
な
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
「
日
本
絵
画
協
会
第
二
回
共
進
会
で
銅
牌
を
受
賞
し
た
本
作
で
は
、
漢
画
風
の
人
物
描
写
と
窓
外
の
光
の
描
写
等
に
、
雅
邦
の
下
で
の
精
進
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。
約
四
十
年
後
の
一
一
昭
和
十
年
、
こ
の
作
品
に
再
会
し
た
玉
堂
は
、
そ
の
感
激
を
箱
の
蓋
裏
に
記
し
て
い
る
。」
そ
し
て
、
末
武
氏
は
、
そ
の
箱
書
き
の
書
付
け
を
、
以
下
に
翻
刻
し
て
い
る
。
大
変
丁
寧
に
書
か
れ
た
書
付
け
だ
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
玉
堂
の
こ
の
作
品
に
込
め
ら
れ
た
思
い
、
そ
し
て
そ
の
自
作
に
つ
い
て
の
高
い
評
価
、
意
味
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
此
画
明
治
三
十
年
春
日
本
絵
画
協
会
第
二
回
展
覧
会
に
出
品
し
て
三
等
賞
銅
牌
を
受
領
し
た
も
の
也
。
当
時
会
場
に
於
て
売
約
成
り
、
其
後
杳
と
し
て
消
息
を
し
ら
さ
り
し
か
、
過
日
図
ら
す
装
潢
を
新
に
し
て
題
簽
を
乞
は
る
ゝ
に
会
す
。
顧
れ
は
此
間
年
を
経
事
実
に
四
十
年
、
余
二
十
五
歳
の
作
也
。
熟
視
往
時
を
追
懐
す
れ
は
恰
も
隔
世
の
感
あ
り
。
即
ち
函
面
に
題
し
併
而
其
由
を
記
す
。
昭
和
十
年
五
月
十
五
日
玉
堂
「
玉
堂
（
白
文
方
一
二
印
）」」（
図
４
、
５
）
こ
の
作
品
は
、
発
表
し
た
展
覧
会
会
場
で
す
ぐ
話
題
と
な
り
、
売
約
と
な
っ
た
。
当
時
ま
だ
親
し
い
後
援
者
な
ど
い
な
か
っ
た
上
京
し
て
一
年
の
二
五
歳
の
玉
堂
の
も
と
か
ら
、
誰
と
も
知
ら
な
い
人
物
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
、
そ
の
後
「
杳
と
し
て
」
消
息
を
知
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
出
世
作
を
、
た
と
え
再
び
手
元
に
置
く
こ
と
が
で
き
な
く
と
も
、
作
者
玉
堂
は
一
目
見
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
せ
め
て
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が
所
蔵
し
て
い
る
の
か
知
り
た
か
っ
た
の
は
本
心
だ
ろ
う
。
末
武
氏
に
よ
れ
ば
、
「
四
十
年
近
く
経
っ
た
昭
和
十
年
、
こ
の
絵
を
入
手
し
た
吉
澤
晃
南
が
玉
堂
に
箱
書
を
求
め
、
画
家
と
作
品
と
の
ひ
さ
び
さ
の
対
面
が
か
な
う
。
玉
堂
は
す
で
に
大
家
と
し
て
の
地
位
を
築
い
て
い
た
が
、
駆
け
出
し
の
頃
の
力
作
と
の
思
い
が
け
な
い
再
会
を
よ
ろ
こ
び
、
一
三
ひ
と
月
ほ
ど
手
も
と
に
と
ど
め
て
懐
か
し
ん
だ
と
い
う
。」
図４ 《孟母断機》
（佐野市立吉澤記念
美術館蔵）
箱書
図５ 《孟母断機》
（佐野市立吉澤記念
美術館蔵）
落款印章
図３ 川合玉堂《孟母断機》
（佐野市立吉澤記念美術館蔵）
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と
の
こ
と
で
あ
る
。
玉
堂
に
と
っ
て
、
こ
の
作
品
と
の
偶
然
の
再
会
の
思
い
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
、
ま
る
で
旧
友
や
親
族
、
い
や
亡
き
母
と
夢
の
な
か
で
再
会
し
、
そ
の
顔
に
出
会
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
作
品
は
ま
さ
に
、
画
家
の
内
面
と
人
生
の
歩
み
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
制
作
し
た
時
期
の
率
直
な
気
持
を
写
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
も
う
一
つ
の
画
家
自
身
の
姿
で
あ
る
。
作
品
と
の
再
会
は
、
一
度
は
死
ん
だ
と
諦
め
て
い
た
人
物
と
の
再
会
に
も
似
て
い
た
は
ず
だ
。
「
勉
強
に
倦
ん
で
帰
っ
て
き
た
息
子
を
迎
え
、
母
は
学
問
と
は
機
を
織
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
月
日
を
重
ね
て
努
力
す
る
も
の
、
と
孟
子
の
弱
い
心
を
戒
め
た
の
で
あ
る
。
確
か
な
筆
線
と
注
意
深
い
細
部
の
描
写
と
で
、
母
の
静
か
な
が
ら
も
厳
し
さ
を
た
た
え
た
表
情
一
四
と
、
う
な
だ
れ
て
神
妙
に
そ
れ
を
聞
く
幼
い
孟
子
の
後
姿
を
と
ら
え
て
い
る
。」
た
だ
し
、
こ
の
母
の
表
情
は
厳
し
い
。
こ
の
作
品
を
見
て
い
た
だ
け
で
は
、
気
づ
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
も
う
一
つ
の
《
孟
母
断
機
》
図
、
つ
ま
り
前
述
し
て
き
た
山
口
八
十
八
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
《
孟
母
断
機
》
図
と
の
比
較
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
、
そ
の
表
情
の
厳
し
さ
が
際
だ
つ
。
寸
法
は
一
六
八
・
〇
×
八
六
・
〇
㎝
で
一
回
り
大
き
い
。
こ
の
作
品
は
二
〇
〇
二
年
の
同
美
術
館
の
開
館
後
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
三
年
末
に
開
催
さ
れ
た
玉
堂
の
生
誕
百
三
十
年
記
念
展
に
出
品
さ
れ
、
初
期
の
代
表
作
と
し
て
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
玉
堂
の
ご
令
孫
で
あ
る
川
合
三
男
氏
の
解
説
は
い
う
。
「
こ
の
作
品
は
日
本
絵
画
協
会
第
二
回
共
進
会
に
出
品
さ
れ
、
三
等
銅
牌
を
受
賞
し
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
時
の
銅
牌
受
賞
者
は
横
山
大
観
、
西
郷
孤
月
、
寺
崎
廣
業
な
ど
十
名
で
、
上
京
し
て
一
年
足
ら
ず
の
間
に
当
時
の
そ
う
そ
う
た
る
画
家
達
と
肩
を
並
べ
、
そ
の
後
も
受
賞
を
重
ね
て
い
る
こ
と
を
み
て
も
異
郷
の
地
で
玉
堂
が
い
か
に
努
力
を
重
ね
、
精
進
を
続
け
た
か
が
窺
い
知
れ
よ
う
。
…
（
中
略
）
…
「
孟
母
断
機
」
は
中
国
の
故
事
で
あ
る
。
孔
子
の
孫
で
あ
る
子
思
子
の
元
で
勉
学
を
励
む
孟
子
が
親
孝
行
に
つ
い
て
学
び
、
母
の
元
へ
親
孝
行
を
す
る
た
め
に
戻
っ
て
き
た
。
母
は
自
分
を
心
配
し
て
戻
っ
て
き
て
く
れ
た
こ
と
を
知
り
つ
つ
も
織
り
か
け
の
機
を
途
中
で
断
ち
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
驚
い
て
理
由
を
尋
ね
る
孟
子
に
「
学
問
も
機
織
も
途
中
で
止
め
た
ら
そ
れ
以
上
進
ま
な
い
ば
か
り
か
、
何
も
し
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
」
と
孟
子
を
諭
し
た
。
反
省
し
た
孟
子
は
子
思
子
の
元
へ
一
五
戻
り
、
勉
学
に
励
ん
で
大
学
者
と
な
っ
た
、
と
い
う
故
事
で
あ
る
。」
「
上
京
し
て
一
年
足
ら
ず
の
間
に
当
時
の
そ
う
そ
う
た
る
画
家
達
と
肩
を
並
べ
」た
玉
堂
は
、
「
異
郷
の
地
で
」「
い
か
に
努
力
を
重
ね
、
精
進
を
続
け
た
か
が
窺
い
知
れ
よ
う
」と
い
う
。
こ
の
作
品
は
上
京
し
、
雅
邦
に
師
事
し
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
画
家
自
身
の
「
精
進
」
の
証
な
の
で
あ
る
。
運
よ
く
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
新
し
い
師
・
雅
邦
に
認
め
ら
れ
、
東
京
の
画
壇
に
デ
ヴ
ュ
ー
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
し
か
し
、
古
く
か
ら
雅
邦
の
門
人
で
あ
っ
た
下
村
観
山
や
、
東
京
美
術
学
校
出
身
の
栄
え
あ
る
雅
邦
門
下
の
俊
英
た
ち
、
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
、
西
郷
孤
月
た
ち
と
は
、
キ
ャ
リ
ア
が
違
う
。
玉
堂
は
自
ら
を
厳
し
く
戒
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
学
を
志
し
た
ば
か
り
の
わ
が
子
、
後
の
孟
子
に
厳
し
く
戒
め
る
母
と
子
の
関
係
は
、
上
京
し
雅
邦
に
入
門
し
た
ば
か
り
の
当
時
の
玉
堂
自
身
の
感
慨
と
重
な
っ
て
は
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
現
在
、
玉
堂
の
《
孟
母
断
機
》
は
少
な
く
と
も
二
図
存
在
す
る
。
そ
の
事
実
こ
そ
玉
堂
が
自
ら
を
戒
め
、
励
ま
し
、
努
力
を
重
ね
、
精
進
し
た
証
拠
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
三
、
書
簡
に
見
る
再
制
作
の
背
景
私
は
こ
の
《
孟
母
断
機
》
の
画
題
に
は
、
当
時
の
画
家
自
身
の
思
い
が
重
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
文
献
を
追
う
と
興
味
深
い
発
言
が
見
つ
か
る
。
そ
の
こ
ろ
の
こ
と
を
玉
堂
は
か
つ
て
『
美
術
評
論
』
誌
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
対
談
の
司
会
役
を
務
め
た
弟
子
の
日
本
画
家
、
村
雲
大
撲
子
が
両
大
家
の
修
行
時
代
を
話
題
に
出
し
た
の
を
受
け
、
清
方
が
新
聞
の
挿
絵
か
ら
修
行
を
始
め
た
と
述
懐
し
た
後
、
玉
堂
に
向
か
っ
て
読
売
新
聞
に
《
孟
母
断
機
》
図
が
作
者
自
身
の
肉
筆
の
版
下
に
な
る
木
版
画
で
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
話
題
を
振
り
、
し
ば
し
歓
談
の
あ
と
、
玉
堂
は
こ
う
い
う
。
一
六
「
孟
母
断
機
図
か
ら
で
す
ね
。
皆
さ
ん
が
よ
く
記
憶
し
て
居
て
下
さ
る
の
は
…
…
」
こ
の
対
談
が
行
わ
れ
た
の
が
雑
誌
発
行
の
一
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
年
）
四
月
の
直
前
だ
っ
た
こ
と
は
前
後
の
経
緯
か
ら
重
要
で
あ
る
。
対
談
の
画
家
た
ち
は
大
家
で
あ
り
、
も
し
採
録
が
古
い
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
、
本
文
の
註
や
編
集
後
記
で
言
及
さ
れ
る
は
ず
だ
が
、
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
か
ら
直
前
の
採
録
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
対
談
は
、
玉
堂
の
も
と
に
《
孟
母
断
機
》
が
持
ち
込
ま
れ
、
吉
澤
家
蔵
の
《
孟
母
断
機
》
図
と
再
会
し
た
時
期
と
隔
た
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
は
な
－ 5－
い
か
。
こ
の
作
品
が
、
玉
堂
が
名
を
成
し
た
最
初
の
作
品
だ
と
画
家
本
人
が
評
価
を
与
え
て
い
る
の
に
は
、
自
作
が
持
ち
込
ま
れ
、
一
月
ほ
ど
手
元
に
置
い
て
懐
旧
に
ひ
た
っ
た
後
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
作
品
に
は
実
感
が
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
記
憶
し
て
い
る
の
は
、「
皆
さ
ん
」
だ
け
で
は
な
い
。
記
憶
を
新
た
に
し
て
感
慨
を
深
め
、
初
心
を
思
い
出
し
て
い
る
の
は
当
の
玉
堂
自
身
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
不
思
議
な
こ
と
に
山
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の《
孟
母
断
機
》も
ま
た
同
じ
こ
ろ
に
、
玉
堂
の
も
と
に
持
ち
込
ま
れ
、
箱
書
き
が
依
頼
さ
れ
た
。
そ
こ
に
玉
堂
は
「
玉
堂
旧
作
」
と
一
七
書
い
た
。
こ
の
作
品
の
持
っ
て
い
る
意
義
を
も
う
少
し
考
え
て
み
た
い
。
発
表
当
時
の
評
価
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
読
売
新
聞
一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
年
）
三
月
二
二
日
号
一
面
の
記
事
「
第
二
回
絵
画
共
進
会
（
二
）」
で
は
、
日
本
画
の
危
機
を
訴
え
雅
邦
の
活
躍
を
述
べ
た
あ
と
、「
雅
邦
氏
の
衣
鉢
を
伝
へ
て
、
ま
す
ゝ
そ
の
成
功
を
全
か
ら
し
む
と
企
つ
る
も
の
、
絵
画
協
会
の
壮
年
画
家
一
八
中
、
そ
の
二
三
あ
る
を
見
る
は
、
誠
に
た
の
も
し
き
こ
と
ゝ
や
い
は
ま
し
。」
と
賞
賛
し
て
い
る
。
こ
の
「
二
、
三
」
に
は
受
賞
し
た
新
人
の
玉
堂
も
そ
の
数
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
同
紙
に
は
、
一
面
の
当
該
記
事
の
中
央
に
大
き
く
、
玉
堂
自
筆
の
版
画
に
よ
る
《
孟
母
断
一
九
機
》
の
模
写
が
図
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。（
図
６
）
同
紙
の
三
日
に
及
ぶ
同
展
を
批
評
し
た
連
載
記
事
で
画
像
入
り
で
紹
介
さ
れ
た
の
は
三
図
の
み
で
あ
り
、
い
か
に
《
孟
母
断
機
》
が
注
目
を
浴
び
た
か
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
会
場
で
の
《
孟
母
断
機
》
の
評
判
を
聞
き
つ
け
た
川
上
操
六
大
将
（
師
・
雅
邦
の
後
援
者
で
も
あ
っ
た
）
が
、
そ
の
邸
宅
の
壁
画
を
玉
堂
に
依
頼
し
、
玉
堂
の
初
め
て
二
〇
の
有
力
な
後
援
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
川
上
大
将
は
惜
し
く
も
間
も
な
く
急
逝
し
た
が
、
若
い
画
家
に
と
っ
て
援
助
者
と
の
関
係
、
作
品
を
購
入
し
、
依
頼
し
て
く
れ
る
援
助
者
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
援
助
者
た
ち
の
背
景
が
、
徐
々
に
解
明
さ
れ
て
き
て
い
る
。
律
儀
な
性
格
で
、
和
歌
、
俳
句
を
愛
し
能
筆
家
で
も
あ
っ
た
玉
堂
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
書
簡
を
交
わ
し
て
い
る
。
書
簡
の
総
体
の
研
究
は
未
だ
現
れ
て
い
な
い
が
、
近
年
、
玉
堂
の
書
簡
に
つ
い
て
の
翻
刻
と
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
初
期
の
郷
里
岐
阜
の
後
援
者
の
書
簡
に
つ
い
て
の
高
木
敏
彦
氏
の
研
究
は
、
い
ま
だ
充
分
に
研
究
の
進
ん
で
い
な
い
玉
堂
の
初
期
の
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の
論
文
中
に
、《
孟
母
断
機
》
に
関
す
る
記
述
が
あ
っ
た
。
一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
年
）
五
月
十
一
日
付
の
武
井
宗
佑
に
宛
て
た
書
簡
で
玉
堂
は
、
「
扨
小
生
出
品
之
孟
母
断
機
図
ハ
已
ニ
会
場
ニ
於
テ
売
約
相
成
目
下
御
シ
ノ
大
畑
多
右
衛
門
殿
ノ
御
依
頼
ニ
依
リ
同
図
二
尺
巾
ニ
揮
毫
致
居
候
、
出
品
ハ
三
尺
巾
竪
六
尺
ニ
御
座
二
一
候
」
と
記
し
て
い
る
。《
孟
母
断
機
》は
会
場
で
売
約
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
手
元
に
は
な
い
の
で
、
「
大
畑
多
右
衛
門
殿
」
に
は
三
尺
幅
の
出
品
画
よ
り
細
い
二
尺
幅
の
作
品
を
新
た
に
揮
毫
し
て
お
り
ま
す
、
と
い
う
。
つ
ま
り
《
孟
母
断
機
》
図
が
二
点
描
か
れ
た
の
が
、
こ
の
文
面
で
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
寸
法
も
ほ
ぼ
相
当
す
る
。
山
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
《
孟
母
断
機
》
図
は
、
こ
の
新
た
に
描
い
た
二
尺
幅
の
作
品
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
て
二
つ
の
《
孟
母
断
機
》
図
の
関
係
が
判
明
す
る
。
武
井
宗
佑
は
岐
阜
在
住
の
富
裕
な
紙
商
で
あ
っ
た
。
玉
堂
の
父
勘
七
も
岐
阜
で
紙
と
文
具
を
売
る
店
を
営
ん
で
お
り
、
父
と
の
交
友
関
係
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
大
変
、
芸
術
好
き
で
風
流
で
あ
っ
た
武
井
宗
佑
は
、
玉
堂
初
期
の
重
要
な
後
援
者
・
美
術
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
高
岡
忠
雄
氏
が
紹
介
さ
れ
た
書
簡
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
武
井
宗
佑
自
身
が
玉
堂
に
制
作
依
頼
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
脈
に
よ
っ
て
多
く
の
顧
客
を
紹
介
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
近
隣
の
請
願
寺
の
若
き
僧
で
玉
堂
が
漢
籍
な
ど
を
学
ん
だ
雄
山
瑞
倫
と
と
も
に
、
武
井
宗
佑
は
玉
堂
の
生
涯
を
方
向
付
け
た
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
交
流
の
印
と
な
っ
た
書
簡
か
ら
作
品
の
制
作
の
経
緯
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
図６ 川合玉堂《孟母断機》
（『読売新聞』明治３０年３月２２日号挿図）
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ま
た
、
玉
堂
美
術
館
・
玉
堂
会
理
事
の
高
岡
忠
雄
氏
は
請
願
寺
に
残
さ
れ
た
玉
堂
の
書
簡
十
一
通
に
触
れ
、
「
震
災
を
機
に
玉
堂
母
子
は
岐
阜
を
引
き
払
い
京
都
に
移
り
住
む
。
瑞
倫
師
は
岐
阜
の
復
興
に
伴
い
、
生
活
の
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
人
々
に
必
要
に
な
っ
た
掛
物
や
襖
絵
の
揮
二
二
毫
を
斡
旋
し
て
玉
堂
を
後
援
し
続
け
て
い
た
こ
と
が
玉
堂
の
手
紙
に
よ
っ
て
わ
か
る
。」
と
い
う
。
こ
う
し
た
郷
里
の
後
援
者
た
ち
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
。
濃
尾
震
災
の
た
め
玉
堂
の
父
が
亡
く
な
っ
た
。
玉
堂
は
残
さ
れ
た
母
を
伴
い
、
京
都
で
新
生
活
を
始
め
る
。
そ
の
生
活
を
案
じ
、
郷
里
の
名
士
が
若
き
玉
堂
に
、
作
品
を
依
頼
し
、
ま
た
斡
旋
し
、
父
母
の
生
活
を
支
え
る
援
助
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
母
「
か
な
女
」
は
、
尾
張
藩
の
上
層
階
級
の
氏
族
の
子
弟
の
み
を
入
学
さ
せ
る
最
高
教
育
機
関
で
あ
っ
た
明
倫
堂
の
監
学
佐
枝
市
郎
左
衛
門
の
二
三
三
女
で
あ
っ
た
。
そ
の
教
育
の
意
識
は
高
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
る
で
、《
孟
母
断
機
》
図
の
な
か
の
孟
母
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
ろ
う
。
玉
堂
は
父
母
晩
年
の
一
人
っ
子
で
あ
っ
た
。
そ
の
期
待
は
大
き
か
っ
た
が
、
画
家
を
志
す
の
を
応
援
し
て
く
れ
た
の
は
母
で
あ
っ
た
。
も
う
夫
を
大
地
震
で
亡
く
し
た
老
い
た
母
に
、
厳
し
い
母
の
姿
は
無
か
っ
た
だ
ろ
う
。
母
の
ほ
か
に
、
郷
里
の
名
士
も
応
援
し
て
い
た
。
そ
し
て
玉
堂
の
最
初
の
出
発
は
、
郷
里
の
人
び
と
が
送
り
出
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
「
徒
ら
に
日
を
送
つ
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
後
事
を
親
戚
に
託
し
て
、
十
一
月
中
旬
に
母
を
伴
つ
て
京
都
に
出
て
油
小
路
御
池
上
る
と
こ
ろ
照
円
寺
の
離
れ
座
敷
を
借
り
受
け
て
、
母
と
二
人
の
侘
し
い
乍
ら
も
温
か
い
生
活
を
初
め
た
。
私
の
家
に
は
大
し
た
資
産
と
て
な
か
つ
た
が
私
の
学
費
に
事
欠
く
や
う
な
こ
と
は
な
く
、
私
も
生
活
に
就
て
は
全
く
考
へ
て
も
ゐ
な
か
つ
た
の
で
い
ろ
〳
〵
の
事
実
に
当
面
し
て
困
惑
し
た
が
、
幸
い
に
唯
一
つ
残
つ
て
ゐ
（
た
）
地
所
が
後
に
割
合
高
価
に
売
れ
た
の
と
、
郷
里
の
人
々
が
子
供
乍
ら
私
を
認
め
て
く
れ
て
復
興
に
伴
つ
て
有
用
な
掛
物
襖
な
ど
を
描
か
せ
て
く
れ
た
り
し
た
の
で
、
細
々
乍
ら
そ
の
日
を
送
る
こ
と
が
出
来
た
。
斯
く
し
て
二
十
四
、
二
十
五
年
も
過
ぎ
一
二
度
転
居
し
て
烏
丸
の
御
池
に
住
居
し
て
ゐ
る
頃
二
十
六
年
の
春
、
母
は
風
か
ら
急
性
肺
炎
と
な
り
看
護
の
甲
斐
も
な
く
二
週
間
許
り
病
床
に
あ
つ
て
終
に
世
を
去
つ
た
母
一
人
子
一
人
の
私
と
し
て
は
ま
こ
と
に
切
な
い
思
ひ
で
あ
つ
た
、
父
の
不
慮
の
死
よ
り
数
年
な
ら
ず
し
て
再
び
悲
し
い
涙
を
注
い
だ
の
で
あ
つ
二
四た
。」（
引
用
に
際
し
て
新
漢
字
に
改
め
た
。
以
下
同
じ
。）
玉
堂
は
そ
の
日
々
を
語
る
。
半
世
紀
を
経
た
、
昭
和
初
期
で
も
そ
の
記
憶
は
鮮
や
か
だ
。
「
母
と
私
は
或
る
寺
の
離
れ
を
借
り
て
、
其
処
に
住
む
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
し
て
梅
嶺
先
生
の
許
に
通
ふ
て
教
え
を
受
け
る
こ
と
は
以
前
の
通
り
で
あ
つ
た
。
昨
日
ま
で
は
画
塾
の
二
階
に
友
人
達
と
一
緒
に
唯
ゝ
勉
学
に
の
み
日
を
送
つ
て
居
つ
た
私
が
、
母
と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
生
活
状
態
は
殆
ん
ど
一
変
し
た
と
云
つ
て
よ
い
。
生
活
の
形
式
が
変
化
す
る
と
同
時
に
、
私
は
芸
術
上
の
煩
悶
に
陥
ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
現
今
の
画
壇
に
は
批
評
家
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
頃
の
批
評
界
に
は
全
く
批
評
家
が
無
い
と
い
つ
て
も
よ
い
位
の
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
、
私
達
は
徹
頭
徹
尾
自
発
的
に
道
を
拓
い
て
進
む
よ
り
仕
方
が
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
友
人
達
の
中
に
は
只
管
先
生
の
画
風
に
の
み
心
瘁
し
て
何
等
の
煩
悶
も
な
い
や
う
に
見
え
る
者
も
あ
つ
た
。
そ
の
中
に
あ
つ
て
大
分
前
か
ら
兆
し
て
ゐ
た
私
の
画
に
対
す
る
疑
問
は
だ
ん
〴
〵
大
き
く
深
く
な
つ
て
ゆ
く
ば
か
り
で
あ
つ
た
。
生
活
に
対
す
る
戦
ひ
や
、
画
に
関
す
る
煩
悶
や
が
重
な
つ
て
、
私
は
酷
く
健
康
を
害
す
る
に
至
つ
た
。
私
は
絶
え
ず
薬
餌
に
親
し
み
な
が
ら
も
勉
強
を
怠
る
や
う
な
こ
と
は
な
か
つ
た
。
そ
の
頃
か
ら
古
画
の
趣
味
を
一
層
感
じ
た
り
、
洋
画
の
影
響
も
随
分
享
け
た
。
そ
れ
と
画
に
対
す
る
私
の
疑
問
は
弥
々
深
く
な
つ
た
。
そ
れ
で
同
門
の
先
輩
や
同
じ
時
代
の
人
々
と
夜
を
徹
し
て
画
論
を
戦
は
せ
る
や
う
な
こ
と
も
縷
々
あ
つ
た
。
或
る
程
度
ま
で
洋
画
に
学
ぶ
必
要
を
感
じ
た
私
は
良
く
夜
店
へ
行
つ
て
西
洋
の
雑
誌
を
買
ひ
、
そ
れ
に
載
つ
二
五
て
い
る
版
画
を
蒐
集
し
て
珍
重
し
た
も
の
で
あ
る
。」
と
若
き
日
の
「
煩
悶
」
を
振
り
返
る
玉
堂
は
次
の
よ
う
に
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。
母
は
「
縫
物
の
賃
仕
事
を
し
、」
玉
堂
は
「
依
頼
が
あ
れ
ば
、
何
で
も
描
い
た
。
京
都
の
人
か
ら
は
余
り
依
頼
が
無
か
っ
た
が
、
郷
里
岐
阜
の
人
達
は
、
玉
堂
を
慕
つ
て
、
種
々
の
物
を
依
頼
し
て
二
六
く
る
の
で
あ
つ
た
。」
生
活
は
慣
れ
な
い
も
の
で
は
あ
り
、
不
安
で
は
あ
っ
た
が
、
郷
里
の
後
援
も
あ
っ
て
励
ま
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
生
活
の
こ
と
で
は
な
い
。
玉
堂
の
そ
の
修
学
時
代
の
う
ち
に
あ
る
煩
悶
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。《
孟
母
断
機
》
図
に
は
、
京
都
の
一
隅
で
肩
寄
せ
あ
っ
て
生
き
て
い
た
玉
堂
母
子
の
境
遇
と
母
子
愛
も
重
な
っ
て
見
え
る
。
「
か
う
語
つ
て
来
て
私
の
ま
た
新
ら
し
く
感
じ
る
こ
と
は
、
時
代
の
進
展
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
画
学
生
の
煩
悶
す
る
問
題
は
、
そ
こ
に
多
少
の
違
ひ
は
あ
ろ
う
が
、
量
に
於
て
は
同
じ
大
き
さ
の
苦
し
み
を
、
過
去
に
於
て
は
私
達
も
味
つ
て
来
た
と
思
ふ
。
私
の
－ 7－
修
業
時
代
に
於
け
る
洋
画
の
影
響
、
そ
れ
に
伴
ふ
制
作
上
の
疑
問
、
煩
悶
な
ど
が
そ
の
よ
二
七
い
例
で
あ
る
と
思
ふ
。」
そ
う
し
た
煩
悶
を
振
り
切
る
た
め
に
、
玉
堂
は
上
京
し
、
橋
本
雅
邦
に
入
門
し
た
。《
孟
母
断
機
》（
図
３
）
の
窓
か
ら
大
き
く
外
光
の
入
る
構
図
で
は
、
光
線
表
現
が
巧
み
に
使
わ
れ
て
い
る
。
人
物
の
肉
体
の
モ
デ
リ
ン
グ
（
肉
付
け
）
も
立
体
的
だ
。
こ
の
よ
う
に
玉
堂
に
大
き
く
影
響
し
、
煩
悶
さ
せ
た
西
洋
的
光
線
表
現
が
、
違
和
感
な
く
工
夫
を
凝
ら
さ
れ
て
受
容
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
母
の
険
し
さ
も
、
表
情
も
「
西
洋
的
」
で
、
つ
ま
り
そ
の
時
期
に
は
「
煩
悶
」
し
た
表
現
で
あ
っ
た
、
陰
影
は
表
現
に
大
き
く
関
与
し
て
い
る
。
四
、
新
聞
批
評
と
改
作
さ
れ
た
母
像
の
変
容
玉
堂
は
い
か
に
し
て
、
そ
の
「
煩
悶
」
を
乗
り
越
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
ヒ
ン
ト
が
当
時
の
美
術
批
評
に
あ
っ
た
と
私
は
考
え
た
い
。
当
時
の
《
孟
母
断
機
》
へ
の
批
評
を
見
て
い
く
と
、
作
品
の
本
質
が
見
え
て
く
る
。
あ
る
新
聞
評
は
、
母
の
表
情
に
注
目
し
て
い
る
。
「
…
（
前
略
）
…
従
来
は
純
然
た
る
四
条
派
な
り
し
由
な
れ
ど
も
、
見
聞
博
く
研
鑽
を
重
ね
て
自
ら
一
家
の
風
格
を
成
せ
り
。「
断
機
図
」
は
狩
野
派
に
見
る
こ
と
あ
り
。
又
円
山
派
に
も
応
挙
の
図
に
よ
り
て
か
け
る
を
見
れ
ど
も
、
孟
母
が
訓
戒
の
峻
厳
な
る
怒
気
の
二
八
中
に
愛
情
を
含
め
る
趣
味
を
写
さ
れ
し
は
他
に
類
を
見
ず
、
甚
だ
感
ず
。」
こ
れ
は
、
そ
の
母
の
表
情
を
好
感
を
も
っ
て
受
け
と
る
評
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
他
に
厳
し
い
評
価
も
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
た
と
え
ば
『
国
民
新
聞
』（
四
月
一
日
）
の
よ
う
に
玉
堂
に
よ
る
鹿
と
児
童
を
描
い
た
他
の
出
品
作
に
比
べ
「「
孟
母
断
機
の
図
」
あ
り
し
が
他
の
二
図
に
比
し
て
可
な
ら
ず
」
と
い
う
よ
う
な
厳
し
い
も
の
も
あ
っ
た
。
出
品
作
三
点
の
う
ち
、
新
し
い
画
境
に
挑
戦
し
た
も
の
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
《
孟
母
断
機
》
図
で
あ
り
、
批
評
を
欲
し
て
い
た
作
者
の
そ
の
評
に
対
す
る
反
応
は
敏
感
な
も
の
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
う
し
た
批
評
の
な
か
で
も
以
下
の
評
は
含
蓄
が
あ
る
。
「
孟
母
は
貴
婦
人
な
り
。
三
遷
の
教
、
断
機
の
戒
、
今
猶
伝
へ
て
昨
日
の
事
の
如
し
。
こ
ま
う
か
あ
ま
ね
の
図
孟
母
を
画
き
出
し
て
旧
套
に
落
ち
ず
。
孟
軻
亦
能
く
冷
水
背
に
浹
き
の
状
を
現
し
、
ろ
う
か
ん
宗
前
の
琅
玕
も
添
得
て
、
着
色
は
淡
に
し
て
妍
、
こ
れ
に
対
し
て
毫
も
嫌
悪
の
念
な
か
ら
二
九
し
む
は
実
に
場
中
得
や
す
か
ら
ざ
る
の
佳
作
な
り
。」
と
絶
賛
す
る
が
、
そ
の
あ
と
に
注
釈
が
加
わ
る
の
だ
。
有
望
な
新
人
画
家
へ
の
評
者
か
ら
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
「
但
孟
母
の
容
貌
に
至
て
は
画
者
或
は
賢
婦
人
と
女
丈
夫
と
同
一
視
せ
る
に
は
あ
ら
ざ
る
か
。
昔
者
大
公
文
伯
魯
に
卒
す
。
後
宮
為
に
殉
ず
る
も
の
あ
り
。
そ
の
母
曰
く
、「
我
子
久
し
く
国
に
当
り
今
死
す
。
士
為
に
殉
ず
る
も
の
な
し
。
而
し
て
女
却
て
こ
れ
に
殉
ず
。
そ
の
内
に
厚
ふ
し
て
外
に
薄
き
を
知
る
に
足
れ
り
。
如
何
ぞ
不
肖
」
と
。
終
に
哭
せ
ず
。
如
此
は
女
丈
夫
な
り
。
若
し
夫
れ
女
丈
夫
を
画
く
は
宜
し
く
厳
に
し
て
稜
あ
る
べ
し
。
賢
婦
人
を
画
く
は
須
ら
く
温
に
し
て
正
な
る
べ
し
。
厳
に
し
て
稜
あ
る
は
怒
る
が
如
く
、
温
お
し
ま
う
か
ま
さ
に
し
て
正
な
る
は
訓
ゆ
る
が
如
し
。
孟
軻
の
学
を
罷
め
て
帰
る
や
、
そ
の
母
適
に
織
る
史
の
記
す
所
、
直
ち
に
怒
て
こ
れ
を
断
ず
る
が
如
し
と
雖
も
、
善
く
読
む
も
の
は
辞
を
以
て
志
を
害
せ
ざ
る
の
謂
に
し
て
、
必
ず
や
そ
の
母
諄
々
こ
れ
を
訓
戒
し
、
反
復
丁
寧
の
後
乃
ち
竿
頭
一
歩
を
進
め
て
曰
く
、「
汝
が
今
日
の
廃
学
は
見
よ
即
此
な
り
」と
。
懐
刀
一
断
、
ま
う
か
是
に
於
て
か
孟
軻
幼
冲
と
雖
も
恐
 
措
く
能
ず
、
銘
肝
た
だ
な
ら
ず
、
去
て
遂
に
能
く
学
を
成
す
に
至
れ
り
。
と
す
れ
ば
こ
こ
画
く
処
厳
稜
は
蓋
し
こ
れ
あ
ら
ん
。
温
正
は
全
く
未
だ
し
。
試
み
に
拙
按
を
以
て
す
れ
ば
、
そ
の
容
貌
を
し
て
今
四
五
齢
を
加
へ
て
嫗
ら
し
め
ば
若
し
く
は
温
を
示
す
便
な
ら
ん
。
或
は
嫗
な
ら
ざ
る
も
、
眉
宇
の
間
目
眦
の
辺
宜
し
く
、
画
者
の
追
考
を
煩
わ
す
べ
き
所
な
り
。
併
し
な
が
ら
こ
れ
備
る
を
君
子
に
責
む
る
も
の
に
し
て
敢
て
漫
り
に
難
ず
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
聞
く
、
画
者
は
美
濃
の
人
、
入
て
京
師
に
学
ぶ
年
あ
り
。
近
時
東
京
に
遊
び
、
別
に
修
む
る
所
あ
り
と
。
然
ら
ば
則
ち
そ
の
造
三
〇
詣
す
る
所
俄
に
測
知
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。」
つ
ま
り
、
孟
母
は
女
丈
夫
で
は
な
く
、
賢
婦
人
と
し
て
理
解
し
、
表
現
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
作
品
の
峻
厳
な
表
情
の
描
写
に
は
感
嘆
す
る
が
、
本
来
は
「
温
」
か
さ
が
必
要
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
訓
戒
が
よ
り
良
い
表
現
と
な
る
。
評
者
は
出
過
ぎ
た
こ
と
と
知
り
つ
つ
も
、
若
い
作
者
に
助
言
を
惜
し
ま
な
い
。
母
の
「
容
貌
」
を
四
、
五
歳
老
け
さ
せ
る
な
り
、
そ
の
顔
の
眉
間
の
険
し
さ
を
緩
め
る
な
り
す
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
と
助
言
し
て
い
る
。
当
時
の
新
聞
評
は
数
が
限
ら
れ
て
い
る
。
玉
堂
が
、
こ
の
詳
細
で
厚
意
的
か
つ
踏
み
込
ん
だ
批
評
に
目
を
通
さ
な
い
は
ず
が
な
い
。
こ
の
批
評
に
は
、
そ
の
表
現
へ
の
具
体
的
な
注
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
玉
堂
は
興
味
深
く
読
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
－ 8－
評
判
と
な
り
、
銅
牌
を
受
け
た
こ
の
作
品
は
会
場
で
売
れ
て
し
ま
っ
た
。
手
元
に
な
い
作
品
に
改
作
の
余
地
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ま
も
な
く
、
支
援
者
大
畑
多
右
衛
門
か
ら
こ
の
作
品
の
購
入
の
希
望
が
遅
れ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
義
理
の
上
か
ら
も
、
も
う
一
点
描
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
山
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
《
孟
母
断
機
》
図
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
作
品
の
幅
は
六
〇
㎝
弱
。
二
尺
と
い
う
画
幅
の
寸
法
か
ら
も
追
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の《
孟
母
断
機
》図
二
作
目
を
作
成
す
る
う
え
で
、
展
覧
会
上
お
よ
び
新
聞
・
雑
誌
上
で
も
批
評
は
参
考
に
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
若
き
二
十
五
歳
の
玉
堂
は
東
京
に
来
て
か
ら
一
年
余
り
。
は
や
る
気
持
と
作
画
の
方
向
に
煩
悶
す
る
玉
堂
は
、
新
し
い
師
橋
本
雅
邦
か
ら
「
強
欲
を
持
つ
な
」
と
一
喝
さ
れ
た
。
そ
の
向
学
心
は
抑
え
て
も
抑
え
き
れ
な
い
純
粋
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
う
し
た
批
評
を
熟
読
し
た
上
で
、
二
作
目
は
描
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
そ
し
て
、
二
作
目
の
ま
こ
と
に
優
し
い
表
情
の
温
和
な
作
品
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
温
和
な
表
現
へ
の
変
更
は
、
指
摘
を
受
け
た
母
の
表
情
の
ほ
か
に
も
重
要
な
変
更
点
が
あ
る
。
画
面
左
端
に
平
行
し
て
描
か
れ
て
い
た
織
機
の
柱
状
の
構
造
体
が
な
く
な
っ
た
こ
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
駒
勒
の
強
い
線
が
控
え
め
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
応
じ
て
、
描
か
れ
た
人
物
と
の
距
離
が
近
づ
き
、
人
物
が
相
対
的
に
大
き
く
描
か
れ
、
親
し
げ
に
な
っ
た
。
ま
た
窓
外
の
植
物
が
先
鋭
な
竹
か
ら
柔
ら
か
く
丸
い
芭
蕉
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
葉
の
丸
さ
は
、
母
の
顔
の
輪
郭
と
共
鳴
し
合
う
。
こ
う
し
て
厳
し
い
母
は
、
慈
母
の
よ
う
な
相
貌
と
な
っ
た
。
後
年
の
玉
堂
の
温
和
な
作
風
と
人
物
像
を
思
う
と
き
、
こ
の
東
京
画
壇
の
登
場
と
批
評
を
受
け
た
あ
と
の
創
作
上
の
推
敲
は
、
そ
の
後
《
二
日
月
》
以
降
に
到
達
さ
れ
た
作
風
へ
の
転
換
点
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
五
、
教
育
画
と
自
己
克
己
画
と
し
て
の
《
孟
母
断
機
》
玉
堂
に
と
っ
て
《
孟
母
断
機
》
は
出
発
点
で
も
あ
り
転
換
点
で
も
あ
っ
た
。
日
本
の
近
代
化
の
途
上
に
あ
っ
た
明
治
中
期
・
後
期
に
お
い
て
、
ま
た
画
家
と
し
て
の
出
発
点
に
あ
っ
た
玉
堂
に
お
い
て《
孟
母
断
機
》は
今
で
は
想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
時
代
と
社
会
、
そ
し
て
若
い
画
家
の
人
生
が
自
己
を
克
己
す
る
。
倫
理
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
こ
の
絵
画
の
真
の
価
値
の
あ
り
か
を
教
え
て
く
れ
る
。
《
孟
母
断
機
》
を
所
蔵
し
て
い
た
吉
澤
晃
南
氏
は
、
葛
生
の
葛
生
小
学
校
へ
資
金
を
寄
付
三
一
し
て
講
堂
を
建
設
し
た
が
、
行
事
の
と
き
に
貴
賓
室
に
こ
の
図
を
掲
げ
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
昭
和
天
皇
が
栃
木
御
巡
幸
で
当
地
を
巡
幸
さ
れ
た
際
に
、
同
小
学
校
に
お
立
ち
寄
り
に
な
り
、
貴
賓
室
に
「
菊
花
と
屏
風
、
幅
物
（
掛
軸
）」
を
飾
っ
た
と
の
記
録
が
あ
り
、
三
二
そ
の
掛
軸
と
は
、《
孟
母
断
機
》
と
考
え
ら
れ
る
。
「
法
を
守
り
更
に
邪
気
な
し
。
教
育
画
と
し
て
も
十
分
の
価
直
〔
値
〕
は
あ
り
。
尚
ほ
十
三
三
分
の
大
成
を
望
む
。」
と
制
作
当
時
評
さ
れ
た
こ
の
作
品
が
教
育
的
に
見
ら
れ
、
そ
の
価
値
に
よ
っ
て
実
際
に
教
育
の
場
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
。
こ
の
よ
う
に
《
孟
母
断
機
》
は
①
倫
理
教
育
の
絵
画
、
②
貴
顕
接
待
用
の
絵
画
、
③
そ
し
て
画
家
自
ら
の
教
訓
的
絵
画
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
さ
に
、
明
治
と
い
う
時
代
に
あ
っ
た
絵
画
が
も
つ
べ
き
思
想
・
倫
理
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
思
想
、
教
育
に
あ
っ
て
、「
報
恩
」
を
示
す
も
の
が
「
絵
画
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
玉
堂
の
思
い
が
そ
こ
に
あ
る
。
六
、
結
語
、
孟
母
の
源
泉
、
慈
母
観
音
と
悲
母
観
音
本
稿
を
結
ぶ
に
あ
た
り
、
二
つ
の
《
孟
母
断
機
》
図
の
制
作
が
ひ
き
起
こ
し
た
作
風
の
転
換
に
お
い
て
、
一
つ
捉
え
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
村
雲
大
撲
子
が
師
玉
堂
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
い
る
言
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。
玉
堂
は
十
七
歳
の
と
き
、
岐
阜
県
の
大
書
記
官
白
須
退
蔵
に
作
品
を
褒
め
ら
れ
た
。
「
白
須
さ
ん
が
帰
り
に
自
分
の
官
舎
に
寄
れ
と
い
は
れ
る
の
で
、
遠
慮
な
く
伺
ふ
と
、
国
華
の
第
二
号
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
之
は
今
東
京
で
出
て
ゐ
る
美
術
雑
誌
だ
と
い
つ
て
説
明
し
な
が
ら
。
初
め
て
国
華
を
見
て
そ
の
豪
華
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
定
価
が
二
円
だ
と
い
ふ
の
で
一
層
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
普
通
の
人
が
一
ヶ
月
の
生
計
が
出
来
る
額
で
す
か
ら
ね
。
そ
の
国
華
の
二
号
に
は
芳
崖
の
あ
の
慈
母
観
音
が
出
て
ゐ
ま
し
た
。
そ
れ
を
白
須
さ
ん
が
私
に
今
日
の
御
褒
美
だ
と
い
つ
て
下
す
つ
た
の
で
全
く
感
激
し
て
了
ひ
ま
し
三
四た
。」
つ
ま
り
、
若
き
日
の
玉
堂
の
手
元
に
は
、
狩
野
芳
崖
の
《
悲
母
観
音
》（
玉
堂
は
慈
母
観
音
と
覚
え
て
い
た
。）
の
豪
華
で
細
密
な
図
版
が
あ
っ
た
。
そ
の
記
憶
は
強
烈
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
数
年
後
に
東
京
の
芳
崖
ゆ
か
り
の
天
心
・
雅
邦
を
中
心
と
し
た
日
本
美
術
協
会
の
展
覧
会
に
出
品
し
た
玉
堂
は
、
芳
崖
を
も
意
識
し
た
に
違
い
な
い
。
人
口
に
膾
炙
し
た
、
明
治
草
創
期
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
代
表
的
な
母
子
像
《
悲
母
観
音
》
に
な
ぞ
ら
え
て
、
若
き
玉
堂
が
自
ら
の
《
慈
母
観
音
》
を
描
い
た
。
そ
れ
が
《
孟
母
断
機
》
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
両
図
は
構
図
の
上
で
も
関
連
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
芳
崖
の
－ 9－
《
悲
母
観
音
》
は
、
明
治
期
に
多
く
類
例
作
を
生
ん
だ
。
芳
崖
の
盟
友
橋
本
雅
邦
に
も
類
似
し
た
作
品
《
慈
母
観
音
》
が
あ
る
。（
図
７
、
８
）
玉
堂
御
令
孫
の
大
倉
郁
雄
氏
の
思
い
出
に
よ
る
と
、
玉
堂
は
「
観
音
様
を
描
い
て
い
る
と
ど
う
も
母
に
似
て
く
る
」
と
よ
く
い
っ
て
三
五
い
た
と
い
う
。
玉
堂
が
母
の
命
日
に
掛
け
て
い
た
《
観
音
像
》
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
雅
邦
の
こ
の
《
慈
母
観
音
》
と
似
て
い
る
。
雅
邦
の
弟
子
・
玉
堂
の
新
し
さ
と
意
欲
は
、
慈
母
観
音
に
見
る
優
し
き
母
像
を
孟
母
と
い
う
他
の
画
題
に
重
ね
て
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
そ
の
伝
統
的
イ
メ
ー
ジ
の
下
に
潜
ま
せ
、
潜
像
と
し
た
こ
と
だ
。
玉
堂
は
亡
き
母
を
思
っ
て
、
こ
の
図
を
描
い
た
。
そ
の
母
が
画
中
で
は
機
を
織
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
孟
母
の
故
事
だ
け
に
よ
っ
た
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
玉
堂
の
郷
里
は
、
織
物
の
名
産
地
だ
っ
た
の
だ
か
ら
。
「
川
合
玉
堂
の
生
地
で
あ
る
愛
知
県
葉
栗
郡
木
曽
川
町
外
割
田
は
、
濃
尾
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
田
園
地
帯
で
あ
る
。
木
曾
川
河
岸
に
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
木
綿
と
絹
の
三
六
交
織
の
結
城
縞
の
産
地
」
で
あ
る
と
い
う
。
《
孟
母
断
機
》
の
機
を
織
る
孟
母
の
図
。
こ
の
感
情
を
抑
え
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
な
か
に
、
絵
へ
の
志
望
を
支
え
て
く
れ
た
厳
し
く
も
優
し
い
母
の
面
影
が
な
い
だ
ろ
う
か
。
パ
タ
ン
、
パ
タ
ン
。
そ
の
描
画
の
制
作
中
、
機
織
の
よ
う
に
し
て
丹
念
に
筆
を
進
め
た
玉
堂
の
心
に
も
、
遠
い
故
郷
の
村
に
一
日
中
通
奏
低
音
の
よ
う
に
響
く
織
機
の
音
が
届
い
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
（
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
佐
野
市
立
吉
澤
記
念
美
術
館
学
芸
員
末
武
さ
と
み
氏
な
ら
び
に
吉
澤
慎
太
郎
氏
か
ら
資
料
提
供
や
助
言
な
ど
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
口
誠
氏
に
は
多
大
な
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
澤
萬
里
子
・
玉
堂
美
術
館
館
長
、
三
溪
園
記
念
館
学
芸
員
・
清
水
緑
氏
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。）
註一
拙
稿
「
近
代
横
浜
史
に
お
け
る
原
三
溪
」、『
原
三
溪
生
誕
一
二
〇
年
記
念
近
代
日
本
画
の
あ
け
ぼ
の
展
図
録
』、
朝
日
新
聞
社
・
神
奈
川
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
九
月
。
九
三
―
九
五
頁
参
照
。
二
三
溪
園
の
い
わ
ゆ
る
外
苑
が
市
民
に
公
開
さ
れ
た
の
は
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
年
）
で
あ
っ
た
。
市
に
対
す
る
報
恩
の
念
で
造
ら
れ
た
庭
園
と
い
え
る
。
三
三
溪
は
そ
の
後
、
上
京
し
一
八
八
二
年
（
明
治
一
七
年
）
東
京
専
門
学
校
（
後
の
早
稲
田
大
学
）
を
卒
業
し
て
い
る
が
、
そ
の
教
養
の
基
礎
は
岐
阜
、
京
都
に
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
図８ 左図部分図７ 橋本雅邦《慈母観音》（筆者蔵）
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四美
術
史
家
矢
代
幸
雄
は
、
講
演
会
で
原
三
溪
の
美
術
品
収
集
の
真
意
を
語
っ
て
い
る
。
『
横
浜
貿
易
新
報
』（
一
九
三
四
年
九
月
二
五
日
号
）
に
よ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
筆
者
が
発
表
し
、
そ
の
概
要
が
『
神
奈
川
新
聞
』
一
九
八
八
年
七
月
一
五
日
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
五
『「
山
口
八
十
八
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
図
録
』、
山
口
八
十
八
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
図
録
出
版
記
念
委
員
会
、
一
部
文
章
を
訂
正
。
二
〇
〇
八
年
四
月
、
六
頁
。
六
本
名
治
（
は
る
）。
原
三
溪
の
長
男
・
善
一
郎
と
横
浜
小
学
校
で
同
級
で
あ
っ
た
。
七
『「
山
口
八
十
八
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
図
録
』
挟
み
込
み
解
説
文
。
八
『
川
合
玉
堂
の
世
界
』、
美
術
年
鑑
社
、
一
九
九
二
年
。
九
玉
堂
美
術
館
監
修
、『
川
合
玉
堂
落
款
・
印
譜
集
』、
美
術
年
鑑
社
、
一
九
八
七
年
九
月
、
一
二
頁
お
よ
び
六
五
、
六
六
頁
。
な
お
「
金
華
山
作
」
の
金
華
山
と
は
玉
堂
が
少
年
期
を
過
ご
し
た
岐
阜
の
中
心
に
あ
る
山
で
、
父
と
金
華
山
に
登
っ
た
こ
と
も
あ
る
玉
堂
は
、
親
し
み
を
込
め
て
、
自
ら
の
雅
号
と
し
た
。
一
〇
「
双
葉
よ
り
芳
し
当
館
所
蔵
の
近
代
日
本
画
の
巨
匠
達
の
初
期
作
品
を
中
心
に
―
川
合
玉
堂
、
小
林
古
径
、
安
田
靭
彦
ほ
か
」
展
、
佐
野
市
吉
澤
記
念
美
術
館
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
四
日
〜
一
一
月
三
〇
日
。
一
一
『「
双
葉
よ
り
芳
し
」
展
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』、
佐
野
市
立
吉
澤
記
念
美
術
館
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
、
一
頁
。
一
二
同
。
な
お
適
宜
句
読
点
が
補
わ
れ
て
い
る
。
一
三
末
武
さ
と
み
「
作
品
解
説
・
作
家
情
報
」、『
葛
生
町
立
吉
澤
記
念
美
術
館
開
館
記
念
展
吉
澤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
軌
跡
』、
佐
野
市
吉
澤
記
念
美
術
館
、
二
〇
〇
二
年
五
月
、
一
三
八
頁
。
一
四
同
。
一
五
川
合
三
男
「
作
品
解
説
」、『
生
誕
百
三
十
年
記
念
四
季
を
彩
る
日
本
の
自
然
と
心
川
合
玉
堂
展
』
図
録
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
、
一
〇
六
頁
。
な
お
、
川
合
三
男
氏
は
青
梅
の
玉
堂
美
術
館
の
館
長
で
あ
ら
れ
た
が
、
二
〇
〇
七
年
に
惜
し
く
も
ご
逝
去
に
な
ら
れ
た
。
一
六
川
合
玉
堂
・
鏑
木
清
方
、「
美
術
評
論
座
談
会
（
其
七
）
玉
堂
・
清
方
閑
談
会
」、『
美
術
評
論
』、
昭
和
一
二
年
四
月
、
一
三
頁
。
一
七
山
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
半
は
昭
和
初
期
か
ら
の
戦
後
ま
も
な
く
の
収
集
と
考
え
ら
れ
る
。
図
録
７
図
の
瀧
和
亭
《
鶏
群
鶴
立
図
》
の
箱
書
き
に
よ
る
と
、
同
作
品
が
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
に
美
術
史
学
者
・
瀧
誠
一
の
も
と
に
鑑
定
が
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
画
家
の
も
と
に
鑑
定
が
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
玉
堂
の
《
孟
母
断
機
》
図
は
、
収
集
家
の
美
術
品
収
集
へ
の
高
ま
り
と
時
勢
を
見
れ
ば
、
そ
の
前
後
か
数
年
の
う
ち
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
一
八
読
売
新
聞
一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
年
）
三
月
二
二
日
号
一
面
の
記
事
「
第
二
回
絵
画
共
進
会
（
二
）」
一
九
前
述
の
川
合
玉
堂
・
鏑
木
清
方
対
談
に
言
及
が
あ
る
。
二
〇
児
玉
希
望
『
川
合
玉
堂
』、
美
術
往
来
社
、
一
九
三
六
年
一
一
月
、
九
一
頁
に
、「
こ
の
年
「
孟
母
断
機
」
を
見
ら
れ
て
の
事
」
と
あ
る
。
二
一
高
木
敏
彦
「
川
合
玉
堂
の
書
簡
と
玉
堂
を
支
え
た
人
々
―
紙
商
人
武
井
宗
佑
と
漢
学
者
雄
山
瑞
倫
―
」、『
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
報
』第
２６
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
、
四
八
頁
。
二
二
高
岡
忠
雄
「
川
合
玉
堂
と
玉
堂
美
術
館
へ
の
道
」、『
川
合
玉
堂
開
館
三
〇
周
年
記
念
展
』
図
録
、
一
九
九
一
年
。
二
三
児
玉
希
望
、
前
掲
書
、
六
―
七
頁
。
二
四
川
合
玉
堂「
習
学
時
代
を
語
る
」、『
ア
ト
リ
エ
』第
七
巻
四
号
、
一
九
三
〇
年
五
月
、
一
二
二
頁
。
二
五
川
合
玉
堂
「
画
塾
で
父
の
変
死
に
遇
ふ
（
修
業
時
代
）」『
中
央
美
術
』、
一
九
二
〇
年
六
月
、
八
八
頁
。
二
六
難
波
専
太
郎
『
川
合
玉
堂
』、
美
術
探
求
社
、
一
九
五
五
年
七
月
、
二
二
頁
。
二
七
前
掲
「
画
塾
で
父
の
変
死
に
遇
ふ
（
修
業
時
代
）」、
八
八
頁
。
二
八
『
美
術
新
報
』、
一
八
九
七
年
、
一
〇
月
。
二
九
『
毎
日
新
聞
』、
一
八
九
七
年
三
月
三
一
日
。
三
〇
同
。
三
一
『
吉
澤
製
鋼
一
〇
〇
年
史
』
に
よ
る
三
二
篠
崎
源
三
編
、『
昭
和
二
十
二
年
栃
木
県
御
巡
幸
誌
』、
栃
木
県
、
一
九
四
八
年
三
月
、
四
八
―
四
九
頁
。
三
三
『
報
知
新
聞
』、
一
八
九
七
年
四
月
一
五
日
号
。
三
四
村
雲
大
撲
子
、「
玉
堂
先
生
語
録
抄
」、『
季
刊
美
術
』、
一
九
四
三
年
五
月
、
二
五
頁
。
三
五
大
倉
郁
雄
「
素
顔
の
祖
父
・
川
合
玉
堂
歿
後
三
十
年
「
川
合
玉
堂
展
」
を
機
に
」、『
藝
術
新
潮
』、
一
九
八
八
年
二
月
、
八
七
頁
。
雅
邦
は
、
本
来
は
直
系
で
は
な
い
玉
堂
を
後
継
者
と
し
て
認
め
た
が
、
技
量
と
と
も
に
人
徳
を
評
価
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
稿
「
橋
本
雅
邦
の
素
画
と
画
稿
―
新
出
遺
品
資
料
に
よ
る
、
そ
の
素
描
家
と
し
て
の
資
質
と
近
代
ア
カ
デ
ミ
ー
形
成
の
考
察
」、『
帝
京
史
学
』
２１
、
二
〇
〇
六
年
二
月
、
一
九
三
―
三
〇
三
頁
参
照
。
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三
六
高
岡
忠
雄
「
川
合
玉
堂
へ
の
旅
大
い
な
る
自
然
へ
の
讃
歌
そ
の
透
き
通
っ
た
画
境
」、『
生
誕
百
三
十
年
記
念
四
季
を
彩
る
日
本
の
自
然
と
心
川
合
玉
堂
展
』図
録
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
、
一
三
頁
。
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